




〔要約〕 

 肋間動脈における汎動脈炎をともなう動脈瘤の形成は冠状動脈のそれと一致している。

炎症は主として早期の症例にみられ,内膜肥厚と線維化をともなう拡張は 3 ヶ月以上経過

した症例にみとめられた。さらに,冠状動脈に比較して起始部により限局していることは注

目されよう。 

 古典的結節性動脈周囲炎とは発生部位および炎症の様式が明らかに異っている。 

 我々は,これまで川崎病動脈病変,特に動脈瘤の形態発生に関して冠状動脈を中心に解析

してきたが,その発生機序を解明してゆく過程で,冠状動脈が心の栄養血管であるという特

別な立場にあるために一つの限界があった。しかしながら,肋間動脈は冠状動脈に比して単

純であり,数も多い。我々は今回の研究で,肋間動脈に川崎病の特徴的な血管病変が生じて

いることを明らかにしたが,川崎病の動脈変化の成り立ちについて更に検討を加えたい。 


